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２月９日(日)、今年最初の〝自主防災キャンペー

ン行動″が行われました。近年は災害の記憶が薄

れ、高齢化もあってか参加者が少なくなりつつあ

る中、好天と街区役員の声掛けが功を奏して、訓

練場所となった「石神台2丁目信号交差点」坂上

には54名の方々が参加、消防署員1名、消防団4名、

危機管理課2名、総勢61名で「スタンドパイプの

操作放水訓練」を行いました。

先ず自主防災委員3名１組が『模範操作』を行

い、見守る消防署員・消防団員が操作のポイント

を解説、その後、参加者が「伝令役」「消火栓開

閉役」「放水役」を実技しながら訓練を繰り広げました。消防からのアド

バイスでは、「消火栓・ホース・管槍(放水筒先)などの接続を必ず声出し

確認し、安全に注意すること」が強調されました。体験した人の感想では、

「十字鍵ハンドルを使ったマンホールの開け方や消火栓を焦らずにゆっく

り廻すなど、コツをつかむのが大事と思った…」と語っていました。

Ｑ：防災訓練で改善点など気が付いたことは？

Ａ：改善というより多くの参加者が大事です。

Ｑ：消防団に入って意識の変化など感じたことは？

Ａ：家庭内での問題意識の大切さかな…。消化器の使い方とか、

消火器の置き場所、消火器は逃げる経路に置くのがいいね。

Ｑ：これまでどんなことを体験されましたか？

Ａ：大雨や台風、河川の増水時など消防署からの連絡・指示で出動があります。火災だけ

ではないということです。 （写真は訓練を見守る消防団員の方々）

大磯町消防団第12分団石神台居住団員 簑島由征さんにチョット質問

2月8日保健センターで「災害医療について」のリーダー養成研修・講演

会がありました。講師は東海大医学部の西山准教授。

「大磯・二宮では医療資源と言われる消防・救急・医師・救護病院等が

圧倒的に少ない。カバーする防災リーダーが求められています…」と実態

の話から、「皆さんにやって欲しいこと」として、①救出 ②救護所の立

ち上げ ③応急処置 ④重症者の病院搬送 ⑤情報の報告…など対応・対処

方法を説明。まとめでは、｢防災の最大の目的は『生き残る』こと。生き

残れたら周りの命を助け、困っている人を助けよう」などと話されました。

実際の場面を想定しながら聞き入り大いに参考になりました。（Ｓ記）
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